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再犯防止推進計画 策定に向けた動き

①令和4年11月 再犯防止推進計画 策定委員会（第１回）

②令和5年 1月 パブリックコメント募集（募集期間：3週間）※1件あり

③令和5年 2月 再犯防止推進計画 策定委員会（第２回）

④令和5年 3月 ３月定例会 厚生常任委員会（市議会）

⑤令和5年 4月 再犯防止推進計画 施行
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策定委員会の様子（R4.11.25）



大館市再犯防止推進計画の概要

〇全国の刑法犯検挙人員に占める再犯者数は、平成
18年の38.8％から48.8％に上昇している。

〇このことを踏まえ、平成28年に「再犯の防止等の推進
に関する法律」が施行され、国では平成29年に「再犯
防止推進計画」を、県では令和2年に「秋田再犯防止推
進計画」が策定された。

〇本市においても、再犯者率は46.2％（令和2年）と高
いことから、犯罪をした者等が社会復帰し、再犯を防止
することで市民が安心して暮らせる社会の実現を目指し
ます。

１－１ 計画策定の目的

刑法犯検挙者のうち再犯者数を20％以上の減とする

３０人（令和2年）⇒２４人（令和９年）

※秋田県再犯防止推進計画の数値目標を参考

２－１ 数値目標

１）就労と住居の確保による支援
２）保健医療・福祉サービスの提供による支援
３）学校等と連携した修学支援と非行防止等の推進
４）民間協力者の活動促進、広報・啓発活動の推進

３－２ 重点課題

「再犯の防止等の推進に関する法律」第8条第1項に定
める地方再犯防止計画

１－２ 計画の位置づけ

令和5年度～令和9年度（５年間）

１－３ 計画期間

〇起訴猶予者、執行猶予者、罰金・科料を受けた者、矯
正施設出所者、非行少年若しくは非行少年だった者（以
下、「犯罪をした者等」という。）。

１－４ 計画の対象者

〇犯罪をした者等の中には、安定した仕事や住居・居場
所がない、高齢で身よりがない、障害を抱えている、薬
物やアルコール等に依存しているなど、様々な課題を抱
え支援を必要とする人がいる。

就労の状況）
・全国的にみて、仕事のない人の再犯率は仕事がある人
の約3倍であり、不安定な就労が再犯リスクに繋がって
いる。

住居の確保状況）
・全国的にみて、刑務所満期出所者のうち約5割が適当
な帰住先がないまま出所しており、これらの者の再犯に
至るまでの期間が短くなっている。

高齢者の状況）
・全国的にみて、出所後2年以内に刑務所に再入所する
者のうち、高齢者の割合が全世代の中で最も高くなって
いる。

３－１ 取組方針

１．就労と住居の確保による支援
（１）就労に向けた支援
・求人情報の提供 ・活jobおおだて
・生活困窮者自立支援制度による支援
・障がい者への就労支援
（２）住居確保に対する支援
・住居確保要配慮者への支援（都市計画課と協議会を設立）
・住居確保給付金
・生活保護制度（住宅扶助）

２．保健医療・福祉サービスの提供による支援
（１）高齢者や障がいのある人への支援
・高齢者／障がいのある人の相談：地域による声かけや見守
り 孤独・孤立の解消
・こころの相談 ・成年後見制度の利用促進
（２）薬物等に依存している人への支援
・薬物依存に関する治療 ・薬物乱用防止教室

３．学校等と連携した修学支援と非行防止等の推進
・子ども家庭総合支援拠点ほっと
・子どもの学習・生活支援事業

４．民間協力者の活動の促進、広報・啓発活動の推進
・「社会を明るくする運動」への支援
・保護司の活動 ・青少年を非行から守る市民のつどい

４ 取組の内容



今年度の取り組み事項①

•秋田刑務所の作業製品の展示や活動内容の周知（10月）

•活動を周知することで再犯防止の取り組みをPR



今年度の取り組み事項②

•地域生活定着支援センターの活動周知（3月頃予定）

•重層的支援体制整備事業における会議の場で周知予定

・ハローワーク ・保健所 ・児童相談所 ・民生委員
・福祉員 ・保護司会 ・社会福祉士 ・介護支援専門員
・シルバー人材センター ・社会福祉協議会
・地域包括支援センター ・生活支援コーディネーター
・基幹相談支援センター ・障害者就業・生活支援センター
・警察署 ・庁内関係部署（福祉部、税担当部署など8課）



ご清聴ありがとうございました


